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第70回国民体育大会紀の国わかやま国体山岳競技会
― 躍動と歓喜、そして絆 ―

東日本大震災復興支援

　９月末の関東、東北地方を襲った豪雨や自然災害によ

り被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

　さて東日本大震災復興支援「第７０回国民体育大会紀

の国わかやま国体山岳競技会」―躍動と歓喜、そして絆

―が、秋空の下１０月３日～５日の３日間にかけて和歌山

県立南部高等学校山岳競技会場、みなべ町立南部小学

校体育館山岳競技特設会場を競技場として開催されま

した。

　リード競技は、同高校校内南東に既設されているリー

ドウォールを使用し、ボルダリング競技は、同小学校体

育館に設置されたボルダリングウォールで実施されま

した

　本大会開催直前の９月２８日には、「２０２０ 東京オリン

ピック・パラリンピック競技大会組織委員会」が東京オ

リンピック追加競技として、「スポーツクライミング」を

はじめ５競技１８種目をＩＯＣ（国際オリンピック委員会）

へ推薦することを決定し、本競技会への注目度が一段と

高まりました。そのため、マスコミ・報道関係者へ、ア

イソレーションゾーンを含む競技エリアでのカメラ撮

影を認め、競技の公開性を高めるとともに、国体後催３

岳連・協会へも「視察員腕章」を配布し、競技エリアへ

の立入りを人数的制約はあるものの公開しました。

　本競技会には、三笠宮覚仁親王妃信子殿下のご観戦

を賜るとともに、鈴木大地・スポーツ庁長官、原博美・

（公財）日本体育協会常務理事・国体委員長をはじめ、

大会３日間を通じて、延約１３，７００人（Ｌ：７，２００人、Ｂ６，

７００人）の来場者があり、特にマスコミ関係者４８社７１人、

視察員９９団体 ２６７ 人と多くの皆様のご視察、激励をい

ただきました。

　この度の競技会においても、多くの中学生の出場があ

りました。少年男子では、９名、少年女子では、１０ 名が

出場し、中学生のみのチームが少年男子で２チーム、少

年女子で３チームの出場がありました。年々ジュニア層

の参加が増えるとともに、その実力も上がってきていま

す。

　今年度の成績は昨年度のような中学生２名による

チーム入賞は果たせませんでしたが、１名の中学生を擁

しての２種目入賞がそれぞれで２チーム（計４チーム）

ありました。ジュニア層の育成が進んでいるものと感じ

ました。

　その選手を競技力の

面からサポートする、

「トレーナー」は全体で

１６名の帯同がありまし

た。競技会やトレーニ

ング等でのアクシデン

トに対応できる仕組み

が出来つつあると感じ

ました。

　リード競技では、判

定異議申告は３日間で

９件ありました。高度

判定、ハンガー仕様に

関するものでした。ま

た、テクニカル・イン

シデントが１件発生し

鈴木長官視察
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再アテンプトを行いました。

　完登された中で、成年女子で大田理裟選手（山口県）、

少年男子で緒方良行選手（福岡県）は昨年の長崎国体決

勝から２年連続でした。

　ボルダリング競技では、判定異議申告は３日間で８件

でした。内容は、スタートのやり直し、ホールド保持、終

了点の範囲、競技時間集終了間際の判定に関するもので

した。

　成年女子の決勝において、選手が落下の際足首を捻

挫をするアクシデントがありました。治療後、選手から

無理をしないとの申し出を了承し、リード競技決勝への

出場を認めました。

　完登された中で、予選、決勝ともに完全一撃が少年女

子で野中生萌選手（東京都）により達成されました。昨

年の長崎国体から２連覇となりました。おめでとうござ

います。

　なおリード、ボルダリングの２種目予選でともに完登

されたのは、成年男子で楢崎智亜選手（栃木県）、成年

女子で大田理裟選手（山口県）、少年男子で波田悠貴選

手（埼玉県）でした。楢崎智亜選手、大田理裟選手はリー

ド決勝においても完登されました。

　男女総合成績（天皇杯）第１位は、埼玉県で全種別か

らの得点を得て実力を発揮しました。女子総合成績（皇

后杯）は昨年度の長崎国体で地元を沸かした長崎県が、

完全優勝を狙う埼玉県を抑えての堂々の第１位となり

ました。

　開催県である和歌山県は、選手強化と国体運営を担

いながらも成年男子、成年女子のボルダリング種目にお

いて得点を獲得し、少年男子、少年女子においては次代

を担う選手強化も図られ、大いに競技場は盛り上がりま

した。さらなるご活躍をご期待いたします。

　今年も昨年同様に、リード、ボルダリングともに決勝

に残ったチームが多く、成年男子で４チーム、成年女子

で６チーム、少年男子で７チーム、少年女子で７チーム

でした。少年については総合的な競技力が求められる

結果となりました。

　種目得点を獲得したチーム数は、天皇杯２４都道府県、

皇后杯１７都道府県となりました。その一方で、従前より

ブロック大会への参加を強く促していましたが、参加得

点「０点」が１県あり、参加得点は必ず獲得していただ

きたいと思います。今国体においては、不参加種別は１２

から７に改善されました。しかしながら、ブロック大会

不出場が成年女子で３県（２年連続１）、少年女子で４県

（同２）ありました。

　今年も都道府県予選会報告、ブロック大会開催岳連

が提出するブロック大会報告がそれぞれ大会終了後１０

日以内の提出が行われていない事例もありました。この

報告は、出場する、選手・監督の資格審査に重要な資料

となりますので期日を守っていただくよう、指導者、山

岳連盟、山岳協会の皆様のご協力をお願いいたします。

また、ブロック大会開催にあたっては、開催要項等が作

成した折は本協会へも一部ご送付をお願いいたします。

　今年度より監督資格について、ブロック大会、本国体

と種別変更が可能となり、４月の競技委員総会において

説明を行いましたが、一部の岳連よりさらなる問合せが

ありました。なお「公認指導者資格の監督資格特例」が、

今年度で終わり、今後は「資格更新義務研修」受講や更

新手続きについてお願いいたします。

　監督会議を利用して、９月２８日の「２０２０ 東京オリン

ピック・パラリンピック競技大会組織委員会」発表につ

いて詳しく説明を行いました。その後に、アンチ・ドー

ピング研修会を開催するなど、指導者への情報を提供

や教育・啓発を行いました。

　監督会議前受付において、「選手・監督カード写真未

添付」が２チームありました。また、宿舎と同じ場所で

の受付にもかかわらず、受付時間を過ぎての受付をした

チームがありました。その「選手・監督カード」の選手

枝番号が参加申込みと違っていたチームが２チームあ

りました。名簿とは左右違う選手が競技を行う結果とな

りました。
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【総合成績】
天皇杯（男女総合） 皇后杯（女子総合）

１　位 埼玉県 １　位 長崎県
２　位 山口県 ２　位 埼玉県
３　位 千葉県 ３　位 愛知県
４　位 長崎県 ３　位 山口県
５　位 北海道 ５　位 東京都
６　位 大阪府 ６　位 千葉県
７　位 栃木県 ６　位 静岡県
８　位 福岡県 ６　位 鳥取県
８　位 佐賀県

　計画輸送後受付を行わず、コンビニに買い出しや受

付後にアイソレーションから出るチームがいました。い

ずれも、イエローカードに匹敵する行為であるととも

に、運営側においても周知方法やチェック体制への再構

築が求められる結果となりました。

　リハーサル大会での指摘があった、ボルダリング競技

場と実施本部間の通信連絡体制は改善されず、成績表

が遅延した場面がありました。

　最終日には総合成績表の配布ができず、ＷＥＢ上では

いち早く公開はいたしましたが３日後に全国に発送する

結果となりました。

　今回の経験を糧に、競技部全体として次年度開催や

選手、監督の参加への心構えとして捉えていきたいと思

います。

　さて競技会場では、町内より１０団体が「おもてなし

コーナー」で南部高校発祥の「南高梅」をはじめ特産品

などの振舞いや、競技場となった同高校や田辺高校の生

徒約１５０人が競技補助員として、競技会を支えていただ

きました。ありがとうございます。

　さらには、ボルダリング競技で使用した施設がみなべ

町のご英断により、旧清川中学校体育館に移設され、選

手強化、普及の拠点となることが決まりました。感謝申

し上げます。

　本協会は、競技スポーツのみならず生涯スポーツとし

ての山岳競技＝スポーツクライミングをさらなる発展さ

せ、スポーツの頂きであるオリンピック競技へと邁進し

てまいります。より一層のご協力をお願い申し上げます。

　最後になりましたが、競技会の成功にご尽力いただき

ましたみなべ町国体実行委員会、競技場をご提供いた

だきました和歌山県立南部高等学校、みなべ町立南部

小学校、生徒、教職員、同窓生や競技運営を担っていた

だきました和歌山県山岳連盟のみなさま、さらには大会

に参加された選手、監督、審判団や競技運営役員等々の

みなさまのご支援、ご協力に感謝申し上げます。

（競技運営委員長　西原斗司男）

第6回全国高等学校選抜クライミング選手権大会
おめでとうございます。

　弊社ではパルスオキシメータ（経皮的動脈血酸素飽和度計）“パルスフィット BO-600”

を格安の値段で提供させて頂いております。ご希望の方は、下記までお申込み下さい。

1.8 万円 !!
ポッキリ
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セロ・キシュトワール東壁。日射で緩んだ急峻な氷壁を登る。
マルコ・プレゼリ提供

第85回 Mountain World

秋のヒマラヤ登山　第2報

池田常道

　前号に引き続いて、秋の後半に行われたおもな登攀

をお伝えする。

　ウクライナのニキータ・バラバノフとミハイル・フォ

ルミンが 11 月 2 日、カンチェンジュンガ山群のタル

ン・ピーク（7439ｍ）北ピラーを初登攀した。ふたりは、

故国の不安定な情勢にもめげず、昨年にはランシサ・

リ（6412 ｍ）北西壁を初登攀するなど意欲的な登攀を

繰り返している。今回の北ピラーは 2012 年に英国の

ギャビン・パイクらが試みたルートで、13 年にはチェ

コのマレク・ホレチェクとズデニェク・フルビーもト

ライ。ドライ・コンディションでピラー下部の氷雪が

落ちていたため左手の北北西ピラーを登っている。今

回のルートは標高差 1700 ｍ、M6　AI6　A3 と報告さ

れている。

　チャムラン（7319 ｍ）ではアルベルト・イニュラテ

ギ、フアン・バリェホ、ミケル・サバルサのスペイン・

バスク隊が北壁を断念後 10 月 18 日に西稜から登頂し

た。1986 年に酪農学園大学隊（新谷暁生隊長）が初登

攀したルートである。一方、北壁の単独登攀を目ざし

た今井健司（33）は 11 月 3 日、6500 ｍ付近を登攀中の

姿が確認されたのを最後に消息を絶ってしまった。そ

の後 10 日になって 5500 ｍ付近でザックと靴が発見さ

れたが、それ以上の消息はない。

　タウツェ（6541 ｍ）ではアメリカのジャスティン・

グリフィスとスキー・デトレイが北バットレスを登っ

た。北壁の左手にあたるラインで、不思議なことにこ

れまで登られずに残っていたもの。11 月 9 日から 14

日の 6 日間で初登攀したふたりだったが、東面ガリー

を下降中にグリフィスが転落死。ロープを解いた容易

な斜面での事故だったという。

　昨年 5 月に解禁された 104 座のなかにはヒラリー、

テンジン、エルゾーグ、ラシュナルなど著名登山家の

名前を冠したピークが少なくない。そのひとつ、バー

ク・カン（6942 ｍ）はゴーキョ谷奥にある無名峰だが、

「バークって誰？」と誰もが疑問を抱く。その人物（Bill 

Burke）は米国人で 8 年続けてネパールに通い、エヴェ

レストには南北から 6 回挑戦、2009 年に 67 歳でサウ

ス・コルから、14 年には 72 歳でチベット側から頂上

に立った。アジア人以外での最高齢登頂記録保持者で

ある。最高齢というなら、80 歳で登頂した三浦雄一郎

のミウラ・ピークとしてもよさそうなものだが、格別

の貢献でもあったのであろうか。ちなみにバークは、

自分の山のあるゴーキョ谷を訪れたことはなかったと

いう。そのバークは、さっそくガイドのギャレット・

マディソンに 7 人の隊を組織させ、自ら初登頂に挑ん

だ。しかし、10 月 28 日に BC 入りしたものの、登山の

ほうは「登れそうもない岩壁に遭遇」して「頂上まで数

百フィート」を残してあえなく敗退に終わった。

　ザサンバツェ（6293 ｍ）はチベット国境にあるナン

パイ・ゴスム南面の支峰で、これまでにも高所順応の

一環として 2 回登られてきた。フランスのピエール・

ラブルとマチュー・メイナディエはナンパイ・ゴス

ムⅡ峰（7321 ｍ）南壁を目ざして入山したが、極端な

ドライ・コンディションのため断念。代わりにこの

ピークの北東壁を 10 月 17 日に初登攀した。同僚のマ

チュー・デトリとジュリアン・デュセールも翌日こ

のルートから頂上に立った。北東壁は標高差 700 ｍ、

TD+、WI4 のラインである。

　インドではマルコ・プレゼリ、ウルバン・ノヴァク、

マニュ・ペリシエ、ヘイドゥン・ケネディのスロヴェ

ニア＝フランス＝アメリカ隊がセロ・キシュトワール

（6173 ｍ）東壁を初登攀したピークで、名前の由来は山

容がパタゴニアの岩峰を思わせることから。1980 年代

末から 90 年代初めにかけて英国クライマーが挑戦を

繰り返した末、93 年にミック・ファウラーとスティー

ブン・サスタッドが北西壁から初登頂した。今回の 4

人は 9 月 27 日から 29 日、チョモチオール（6278 ｍ）に

南稜から第 2 登。10 月 5 日から 8 日でセロ・キシュト

ワール東壁を初登攀した（ED+、1200 ｍ、5.11  WI6　

M6　A2）。ルート名は Light before Wisdom。
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「山の日」制定記念
―ふるさとの山に登ろう―

愛知県・猿投山＆茶臼山

新
連
載

　愛知県には １，０００ ｍ前後の山が多くあり、日帰り登

山として県民に広く親しまれている。その中でも特に

賑わっている猿投山（さなげやま）と茶臼山を紹介し

ます。

　猿投山は、名古屋市の近郊にあって、車で１時間で

行ける豊田市の最北に位置する海抜 ６２９ ｍの山で、老

若男女を問わずいろんな人に登られている。

　猿投山の山名の由来は、登山口にある猿投神社の祭

神 １２ 代景行天皇が伊勢の国に来られたとき、ペットと

して連れていた小猿に穢れがあり、これを嫌って海へ

投げ捨てたところから、猿投山といわれるようになっ

た。とあり他にも諸説が幾つかあるようで、本当の命

名は定かでない。

　登山口は神社裏の駐車場から舗装された林道を歩

く。途中、観光用に作られたトロミティの水車があり、

２０ 分歩けば東海自然歩道の登山口に着くが、丁度いい

ウォーミングアップになる。

　登りはじめはいきなり階段状の急な坂道で、初めて

の人にはこの先不安にさせるが、せいぜい５～６分頑

張れば終わり、あとはなだらかな道で、春にはショウ

ジョバカマやヤマツツジが咲き、谷間からウグイスの

鳴き声がしきりで、長閑な気分で歩ける。

　２０ 分程でまた急な凹凸道だが、これも８分ほどで終

わり、登り終えたところに休憩所が設けてある。休ん

でいるといろんな人が寄っていく。ファミリーや中高

年者、以外と若者のカップルも多く、また、トレーニ

ングに走っている元気者もあり楽しめる。

　休憩所から １０ 分程でベンチがあり、その右側に見

落としそうな細い道を登ると展望台がある。東方に茶

臼山などの山並みがつづき、その背後に南アルプスが

連なり、この場所から元旦に日の出を拝むため多くの

人がやって来る。展望台で満喫して下ると元の登山道

に合し、いったん車道に出るが、ここには最近作られ

た立派なバイオトイレがある。すぐ横の鳥居を潜って

登り出すと、東の宮まで緩やかな道がつづき、途中の

ヤマザクラやツガの古木は豊田市の名木に指定されて

おり、静かな樹林帯を心地良い気分で歩ける。

　東の宮が見え出すと、西の宮へ通じる道と分ける

が、猿投山の山頂へは西の宮を敬遠し、そのまま東の

宮を通って行く。ずっと東海自然歩道の歩きいい樹林

帯だが、秋はシロモジの黄葉が綺麗で、２０ 分で一等三

角点の山頂に到着する。麓からゆっくり歩いて２時間

の行程だ。

　山頂には沢山のベンチがあり、一角には人目につか

ぬよう、猿投山を愛する人たちの山行回数を記録する

掲示板がある。また、山頂では御嶽山や遠く白山が望

め、特に雪景色の眺望には心が惹かれる。

　休憩していると、いろんな登山道から人が登ってく

る。２００５ 年に開催された地球博会場になった〝海上の

森〟からの散策コースや瀬戸市方面から雲興寺を起点

にしたコースがある。雲興寺は約 ６００ 年前に開山され

た禅寺で、山門の前に東海自然歩道の案内板が設置し

てある。

　ただ両コースとも長く時間がかかるので、山馴れし

た人向きのコースだろう。それに愛知県山岳連盟が主

催する山岳マラソンや登山教室も毎年この猿投山で行

われている。

　次に茶臼山は、長野との県境にあり愛知県の最高峰

（１，４１６ ｍ）の山で、対面する萩太郎山が春は芝桜、冬

はスキーで賑わい、山麓周辺は各種のレジャー施設が

整備され、多くの県民が出かけて行く。

　マイカーで国道 ２５７ 号から茶臼山高原道路（無料）

を終点まで行くと、矢筈池周辺には第４駐車場まであ

り、そこが登山の起点となる。

　コースは、西側からの登山ルートとコテージ前から

雨乞洞、雷岩を通って行くルートがあり、いずれも森

の中を野鳥の囀りに癒されながら約１時間で頂上に着

ける初心者、ファミリー向けの山である。

　このように手軽に登れる猿投山や茶臼山は季節を問

わず、ハイキングやトレーニングなどで大勢の人で賑

わっている人気の山である。

（愛知県山岳連盟広報担当　中平等新一）

萩太郎山から見る茶臼山
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第４回関東地区山岳連盟
自然保護交流会開催報告

　１０ 月３１日（土）～ １１月１日（日）、茨城県山岳連盟自

然保護委員会の主管及び、日立市の後援にて、第４回関

東地区自然保護交流会が、１都８ 県の自然保護指導員

及び日山協自然保護常任委員の総勢４５ 名の参加にて日

立市にて行われた。

　「自然を尊び、愛し、親しもう」と云う理念の元に、各

県の現況などの情報を交換し、日立製作所の発祥の地

となり、その基礎を築いた「日立鉱山」の諸問題と共に、

その遺跡の見学、又日本最古、５ 億年前のカンブリア紀

が観察できる日鉱記念館など、茨城岳連のスタッフによ

る２日間の案内で、内容の濃い、交流会となった。

　初日は日立市立会瀬（オオセ）青少年の家を会場に、

茨城岳連自然保護委員長・中沢隆一氏、常任委員・田

上正敏の司会により、日山協・仙石富英常務理事の挨

拶で、第１部が基調講演と第２部交流会を第１日目、神

峰山などエキスカーションを第２日目とし開催された。

　第１日目の第２部の基調講演では、講師に茨城岳連、

元会長・金沢信二氏を招き、「日立鉱山大煙害～公害問

題の先駆け、煙害を克服した人々～」との演題で１時間

ほどの講演となった。講演概要は次の通り。「４大銅山

のひとつに数えられる日立鉱山（明治３８年創業）も、亜

硫酸ガス（ＳＯ２）による煙害が深刻で、環境改善に向

け、大煙突（当時画期的とされた高さ１５５．７ｍの煙突に

よりガスの拡散を図る）と神峰山頂の気象観測所の施設

建設や、煙害地への大規模な植生回復事業、住民の煙害

補償の交渉などが膨大な企業努力が行われた。現代の

ＣＳＲの原点といえる。」―　公害の克服に向け、企業と

地域の共存共栄や自然回復の中で奔走した人物列伝を

伺い、自然保護をキーワード奔走した人々の厚い思いを

感じさせる講演となった。

　第２部は日山協、松隈自然保護委員長、茨城県岳連会

長・二階堂章信の挨拶を受け、各都県の自己紹介及び

活動報告を取り混ぜ、参加者の全てが発言し意見交流

を行い、夕方５時過ぎまでの実り多い交流会となった。

　２日目は６時半、起床、朝食後、日鉱記念館へ移動、

途中、大煙突（現在は５４ｍを残して崩壊）を見学、日立

鉱山が閉山するまでの７６ 年間の活動した、展示物など

を見学した後、今日の目的地、神峰山（かみねさん）５９８

ｍにハイキングしました。頂上から南西面の向かい側に

は、花の１００ 名山で有名な高鈴山（６２３ｍ）が在り、イワ

ウチワが自生しているという。阿武隈山地の南端に位置

する神峰山は首都圏からの日帰りハイキングのコース

でも知られていますが、旧日立鉱山が操業していた場所

でもあります。山頂にも気象観測所を設置して、風向き

によっては、大煙突からの排煙（操業の調整）を調整し

たようです。山肌の回復の為に、耐煙性に強いオオシマ

ザクラ、オオバヤシャブシ、ヒサカキなど植林活動のあ

とが見られて、記念館での説明に納得した次第です。下

山後、茨城岳連スタッフの方々に見送られての、散会と

なった。

（記　自然保護副委員長　西山常芳）

第６回自然保護指導員研修会・
公開講演会

　第６回自然保護指導員研修会・公開講演会が、１１月

７日（土）午前、国立オリンピック記念青少年総合セン

ターにて、主催／（公社）日本山岳協会、主管／（公社）

東京都山岳連盟にて開催され、自然保護指導員既登録

者・希望者などの参加者とスタッフを合わせて７０ 名が

参加した。

　西山都岳連自然保護委員長から主管挨拶の後、松隈

日山協自然保護委員長からは主催挨拶を兼ねての自然

保護指導員制度についての説明を皮切りに、都岳連岡

田副委員長からのトレラン大会の利用ガイドラインの

動向について、参加都県３団体から活動状況、都岳連か

らフィールドレポートについて、それぞれ５件の報告が

行われ、次いで、元国立公園レンジャーの森孝順氏から

「自然公園の現状と課題」との演題で基調講演を拝聴し、

３時間ほどの座学中心の研修となった。

　指導員制度についての説明の中で、地球温暖化な

ど国境を越えた環境問題も多く「Think Globally, Act 

Locally」（地球規模で考え、足元から行動せよ）の言葉

が自然保護指導員の基本姿勢であるとの発言があった。

トレランガイドラインについての報告では、環境省や東

京都の各自然公園の利用規約の制定で一定の線が示さ

れたことが、自然環境が健全に維持・利用の改善に奏功
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ＵＩＡＡ ＵＡＡＡ 総会報告

することを願うと報告した。各都県の状況報告では夫々

の自然保護委員会が企画する団体活動へ指導員の積極

的な参画を促し活動の盛り上げを期待するとした。都岳

　ＵＩＡＡ（国際山岳連盟）とＵＡＡＡ（アジア山岳連

盟）の総会が同時期に韓国ソウルで開催された。ＵＩ

ＡＡではそれに先立って理事会も開催されている。本

稿では従来別々に報告したものを同時に記述する。ど

ちらもトピックスのみ報告する。

◦日程　２０１５ 年 １０ 月 ２０ 日（火）～ ２６ 日（月）

◦場所　�韓国ソウル　世宗ホテル（ＵＩＡＡ） オリン

ピックパークテル（ＵＡＡＡ）

◦�日本からの参加　ＵＩＡＡ理事会：神﨑顧問、小野

寺、ＵＩＡＡ総会：神﨑顧問、国澤顧問、八木原会

長、小野寺、ＵＡＡＡ総会：神﨑顧問、国澤顧問、八

木原会長、小野寺

Ⅰ．ＵＩＡＡ報告
　日程として ２０ 日午後 ： 非正規理事会、２１ 日全日 ： 

正規理事会、２３ 日全日 ： 総会であったが、同じ議論も

あり、報告の都合上、一度に報告する。また、２２ 日は

韓国・国立山岳博物館の見学であり、後述する。

　理事会においては、最大の会員保有国ドイツ、及び

南アメリカ代表（チリ）は欠席であった。特に後者は

何度も欠席しており定款上、空席となる。総会は ３２ か

国、９５ 人の出席であった。

１−１　名称変更
　ＵＩＡＡそのものはフランス語の略であるが、英

語名として今までは International Mountaineering & 

Climbing Federation としていた。３月の理事会から

出ていたことであるが、この名称を Climbing を前に

して、Mountaineering を後にすることになった。ま

連で独自に行っているフィールドレポートの事例を説

明し、入山時の動植物など記録を残すことに多くの協力

を促した。

　基調講演では、冒頭に日本の水の良さが世界有数で、

それが自然に恵まれた環境の証である。こうした自然を

末永く後世に伝えることが必要と前置きし、国立公園で

起きている様々な問題のうち、森林の荒廃、生態系の異

変、入山者のルールとマナー、３点に絞った講演となっ

た。最後に、様々な問題について自然保護指導員の個人

での対応でとても難しいが、それぞれの山での活動の一

つ一つが、良き手本となり一歩でも前進することを願う

ものとのアドバイスで講演を締めくくった。

（記　自然保護副委員長　西山常芳）

た、Federation を Association にする、という意見も

あったが、これは Federation そのままにしておき、Ｉ

ＯＣによって認められた climbing& Mountaineering

の global authority（直訳で世界的権威）とした。また

ＵＩＡＡの目的も「目的と仕事」ではなく、mission（使

命）とした。そしてオリンピック憲章に則り競技大会

にも力をいれる、とした。

　ＵＩＡＡはアイスクライミングに力を入れており、

担当のＥＢ（Executive Board ／執行部）もいる。２０１４

年のソチはショーケース、２０１８ の韓国もショーケース

予定であり、２０２２ 年中国開催では種目化を狙ってい

る。ＳＣ（スポーツクライミング）に触発されている

ことは明らかである。

１−２　年間会費是正に関して
　南アメリカからの提案である。現行の会費は最低

で １３００ ＣＨＦ（スイスフラン）、会員数 １００ 万人を有

するドイツは約 ２３，０００ ＣＨＦの支払い、因みに日本

は ４５，０００ 人会員との申告に対して７，０００ ＣＨＦを支

理事会風景
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払っている。横軸に会員数、縦軸に会費の表を作ると

１０ 万人未満の会費直線は傾斜が急で、１０ 万人以上は

緩い傾斜になっている。ヨーロッパなど会員数が数

１０ 万人でも、１０ 万人以下の国とそんなに変わらない。

寧ろ、１０ 万人以下の国が圧倒的に多く、またＧＤＰ

も低く（南アによると）、会費支払いが容易ではない。

従って会費設定構造を変更すべきであるとの提案で

ある。これを聞いて日本は早速、アジアの国々を引き

合いに出して、ＵＩＡＡ，ＵＡＡＡに入りたい国が沢

山あるのに、会費が高く入れない国が沢山ある。もっ

と会費を安くして、単に会費の問題だけでなく登山の

振興、普及発展に努めるべきとの発言を行った。そし

てＵＡＡＡ，ＵＩＡＡと強調してＷＧを作ってはどう

かと提案した。複数の国が発言、途中ブレークが入っ

た。この間にも南アと会長の Frits が話し合っていた

が、事務局長の Helene がこちらに来て、ＷＧについて

日本参加の話が出ていると耳打ちしてくれた。そして

再開し、南アがＷＧ発足について意見を述べ、「日本も

興味あるだろう」、とのことでＯＫの返事をした。その

時点ではスイス、ニュージーランド、南ア、日本がメ

ンバーとなり、さらに南アの要望で経済の専門家も入

れてＷＧの発足が決まった。具体的活動はこれからに

なるが、電子メールにて意見交換を行うことになる模

様。

１−３　ＵＩＡＡ役員について
（１）ＥＢ選挙
　韓国に到着した夜に次のような話を聞いた。現在イ

ンドが立候補している。それは既に各理事には通知さ

れている。しかし２０２２年の冬季オリンピックのことを

考えると中国（ＣＭＡ）になってほしく、Frits は既に

打診しているが返事がなく困っているとのこと。従っ

て通常は理事会で提案後、総会に諮るのであるが、今

回は理事会には時間切れを理由に提案しなかった。た

だ、インドは残念ながらＵＡＡＡにも加盟しているが

参加もせず会費も数年未納入である。

　さて、総会当日インドの所信表明が終わった後、日

本が質問した。インドはＵＩＡＡだけでなくＵＡＡＡ

にも加盟している。それなのにＵＡＡＡ会議にも参加

せず、協力もしていない。そんなことでＵＩＡＡのＥ

Ｂが務まるのかと。そしたら台湾（ＣＴＭＡ）のＨａ

ｎｋ氏が興奮して手を挙げた。この方はＵＡＡＡでは

会計担当である。そしてＵＡＡＡ会費未納について厳

しく追及した。日本は今までのことを改めれば賛成す

るよ、と言って採決時には賛成に回ったが、全体的に

少ない。反対も少ない。秘密投票したらどうかとの意

見もあったが、最終的にインドが立候補自体を取り下

げた。

　ただ、この後の夕食会終了後インドが出口で待って

いて話をしたが、穏やかな顔つきであった。

（２）ＭＣ（Management Committee）選挙
　前述のように南米は空席のままである。神﨑顧問が

任期一年を残して八木原会長に理事職を譲りたいとの

ことは事前に Frits や Helene にも連絡しており残任期

間として一年間ではあるが選挙になり問題なく当選し

た。その後南アから１年と言うことは定款には書いて

いない。４年が妥当との提案がなされ、スイス代表の

Frank（スイスの弁護士、ＵＩＡＡ定款はスイスの法律

に基づいている）もそのことを議長（Ｆｒｉｔｓ）に説

明、採決やり直しで、賛成多数で４年と言うことで当

選した。「Mr. 4 years」とニックネームがついた。

１−４　その他
（１）ＣＯＰ２１宣言
　ＣＡＩ（イタリア山岳会）が政府と共に参加表明し

た。

（２）Sky run
　前回の理事会では Sky-run 連盟の会長がＵＩＡＡの

副会長としてＥＢに参加とのことであったが、今回は

単に Sky-run の代表者がＥＢメンバーにはなるものの

投票権は与えられなかった。

（３）財政報告、スポンサーシップ
　例年通りの報告で、財政規模は ７００，０００ ＣＨＦで約

１億円弱である。



10

広島山岳平和祭「平和サインボード」
国際ネパール山岳博物館に展示除幕式

　昨年、１１ 月 ２３ 日にアジア山岳連盟創立 ２０ 周年記念

事業として、国際登山界から「平和」を祈願する広島

山岳平和祭が開かれ、外国から約８０名、日本山岳協会、

日本山岳会、日本勤労者山岳連盟、ＨＡＴ−Ｊの自然

保護委員はじめ山岳関係者 ３５０ 名が平和宣言都市広島

から世界平和を提唱し、約畳一畳ほどの藍染の布に平

和を願いそれぞれにサインを書いてもらいました。

　この度、ネパール山岳協会のご厚意でボ－ドに装飾

され、国際ネパール山岳博物館に展示してもらいまし

た。その展示除幕式が ２０１５ 年９月 ２４ 日に李仁禎（リ・

インジョン）アジア山岳連盟会長と開催国として神﨑

忠男日本山岳協会前会長、サンタ・ラマネパ－ル山岳

協会副会長はじめ山岳関係者の出席のなか、広島山岳

平和祭での平和サインボードの展示除幕式が行われ、

平和を願いサインした自分の名前が読めるスペ－スに

展示されました。

　ネパールのポカラを訪れた方には、ぜひ、国際ネ

パール山岳博物館を訪れて、自分のサインの確認に合

トピックス

（４）Rock Climbing ＷＧ
　ヨーロッパの数人のメンバーが中心になり、新たな

ＷＧが誕生した。

（５）Mountain Protection Award
　ネパールのカンチェンジェンガ付近で活動している

ＫＴＫ Belt project が選ばれた。

１−５　来年の予定
　春の理事会はアゼルバイジャンの Baku、秋の理事

会・総会はイタリアの Brixen である。

Ⅱ．ＵＡＡＡ報告
　最終日の 10 ／ 25（日）に開催された。注目され

たインドは欠席であった。ＵＩＡＡとは違ってこちら

は比較的和やかな雰囲気である。

２−１　各団体からの報告
　ＪＭＡは例によりパワーポイントを用いてオリン

ピックにＳＣがノミネートされたことなどについて報

告した。当初は事前に送っておいたファイルが破壊さ

れており一時発表が危ぶまれたが、何とか修復出来た。

数人からよかったよ、と言われた。

　この中でＣＭＡの発言が興味深かった。例年英語を

話せる担当者は来ないのであるが、今回は出席した。

その中でやはり、ＵＩＡＡからＥＢ就任の依頼があっ

たことを報告した。そしてＵＡＡＡの承認を取ってか

ら立候補するつもりだとも言ってくれた。仁義を切っ

た訳である。

２−２　神﨑顧問がＵＡＡＡアドバイザーとなる
　これはＵＡＡＡ会長の Injeong Lee 氏からの推薦で

ある。ＵＡＡＡ創立以来の貢献に栄誉を表したいとの

ことであろう。当初、神﨑顧問は何度も辞退した。八

木原会長も神﨑顧問の言う通りで、辞める時はスパッ

と辞めた方がよいとのことで、神﨑顧問を支持する立

場に回った。しかし、最終的には引き受けた。

２−３　その他
（１）
　例により、モンゴルであるが国内のごたごたをＵＡ

ＡＡに持ち込んで３つある団体のうち１つはＵＩＡ

Ａ、１つはＵＡＡＡなどいろいろ入っている。ＵＩＡ

Ａに入っている団体がＵＡＡＡに入りたいと言って来

ている。かってはＵＩＡＡ加盟団体は自動的にＵＡＡ

Ａ加盟となっていた（神﨑顧問）のであるが、労山は

来年の理事会で討議すべきと言う立場である。ネパー

ルの Zimba 曰く、いつも似たような件で揉める。早

く定款を作り規程を徹底させるべきとのこと。

（２）三国合同レスキュー
　今回、ＣＭＡが開催国の韓国に来られなかったこと

で、今後どのようにすべきかを関係国で話し合った。

ＣＭＡは予算のこともあり、ここ２，３年は参加出来

ないとのことで、技術交流も情報交換も出来ず、中止

にしましょうと提案したが、韓国曰く、モンゴルが勉

強したっている、とのこと。結論は出なかった。

２−４　来年の予定
　春の理事会は中国・成都、秋の総会はカトマンズと

なった。� （記　小野寺　斎）

参加者集合写真
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全国「山の日」協議会は来年8月11日に誕生する祝日「山の
日」を記念した歌の歌詞を一般から募集しています。総合プロデューサー
は作曲家の船村徹さん。来年春以降、楽曲として完成させる予定です。

「山の日の歌」の歌詞を募集

お問い合わせ／毎日新聞社「山の日の歌」募集係（毎日企画サービス内）
TEL：03-3212-2273（土日祝日および年末を除く10時～17時）

締め切り
迫る！

封書またはインターネットからご応募できます（はがき不可）。800字
以内で未発表作品に限ります。住所、氏名、年齢、職業、電話番号を明記
の上、下記までお送りください。
 応募先  〒100-8051（住所不要）毎日新聞社「山の日の歌」募集係
　　　 　https://www.mainichi-ks.jp/form/yamanouta/
★最優秀賞２編＝各50万円、優秀賞２編＝各10万円
　 著作権は全国「山の日」協議会に譲渡（著作権利用料は山の安全・保全活動などに活用）
※お預かりした個人情報は、応募内容の確認や受賞のご連絡など本事業の運営に
　関する目的でのみ使用します。

特別協力／毎日新聞社　  協力／下野新聞社　  後援／（株）共同通信社

締め切り
2015年
12月31日

必着

わせ、さらなる平和を祈っていただければ幸いです。

　関係各位に深く感謝し、心から御礼申し上げます。

（記　神﨑　忠男）

税額控除制度認定法人へ
　本協会は、１１ 月 ２０ 日に内閣府より税額控除制度適

用法人として認定された。

　今回交付された税額控除に係る証明書の有効期間

は、平成 ２７ 年 １１ 月 ２０ 日から平成 ３２ 年 １１ 月 １９ 日まで。

　税額控除制度は、従来、公益社団法人及び公益財団

法人（以下、「公益法人」）への個人からの寄附金につい

ては、所得控除制度が適用されていたが、平成 ２３ 年６

月より、公益法人への個人からの寄附金について、寄

附文化の醸成を図るため、税額控除制度が導入された。

税額控除は、寄附金額を基礎に算出した控除額を、寄

附者に摘要される所得税率に関係なく税額から控除す

るため、適用されている所得税率が低い者にとって特

に減税効果が大きい。税額を算出した後に、寄附金額

を控除するため、小口の寄附にも減税効果が大きい。

　（寄附金額－２，０００ 円）× ４０％の額を税額から控除

される。

神﨑顧問にピオレドール賞
　１１ 月６日（金）に第 １０ 回アジア・ゴールデンピッケ

ル賞の授賞式が韓国ソウル市のヤンジェンドンＡＴセ

ンターで行われ、神﨑忠男顧問が「ピオレドール・ア

ジア生涯功労賞」を受賞された。

　フランスの国際的な「ピオレドール」賞は、その年

の卓越した精鋭的登山に贈られる賞である。そのアジ

ア版「ピオレドール・アジア」は韓国の月刊山岳誌「人

と山」が制定して今年で １０ 年になる。本年度は、日本

と中国の２登山隊がノミネートされたが、審査の結

果、規定に届かず、該当者無しとなった。それに替わっ

て「登山界生涯功労賞」という賞を設けて、大韓山岳

連盟会長でアジア山岳連盟会長の李仁禎（リ・インジョ

ン）氏と神﨑顧問が受賞した。

平和ボード展示

授賞式
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ネパール大地震救援募金の第1次募金報告

　４月２５日に発生したネパール大地震とその余震によ

り、ネパールの各地で甚大な被害が広がりました。この

大震災で被災されたネパールに対して本協会を含む、

日本の主要山岳６団体（日本山岳協会、日本山岳会、日

本勤労者山岳連盟、日本山岳ガイド協会、日本ヒマラヤ

協会、日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト）では、

緊急協議を行い、ネパールにご縁のある方々や団体から

の義援金を募るべく「ネパール大地震救援募金委員会」

を立ち上げ、募金活動を展開して参りました。

　第１次募金締め切りの１０ 月３１日までの募金総額は、

２５，５９１，２９４円（内本協会分は１８９ 件で５，５４０，６００円）と

なりました。

　主要山岳６団体では、これらの募金をどのようにネ

パールの被災者にお届けするか協議を重ねた結果、特

に被害の大きかった「ランタン谷」と「ロールワリン地方」

へ支援することにしました。

　１９４９年に訪れた英国の登山探検家Ｈ．Ｗ．ティルマン

が「世界で一番美しい谷」と賛美したランタン谷では、

人口の４分の１にあたる１７８ 名が亡くなり、１００ 名以上

の外国人旅行者の命が奪われました。村は壊滅し、現状

どこから復興にあたればよいのか手探りの状況です。ネ

パールと日本の研究者が協力して状況把握と新しい村

の候補地の検討が始まり、カトマンズの避難施設では、

村の若者たちが「世界で一番美しい村」を造ると声を上

げ始めております。このランタン谷の復興に尽力してい

るのが日本のＮＧＯ団体「ランタン・プラン（代表・貞

兼綾子）」です。

　一方、ロールワリン地方は、エベレスト登山をはじめ

とするヒマラヤ登山隊に多くの優秀なシェルパを輩出

している村です。村民は未だに仮説のテントで生活して

おりますが、村民の総意で、復興の優先順位の一番は２

つの小学校の再建という結論となりました。主要山岳６

団体は、この２つの小学校の再建費用全額を支援するこ

とにしました。これによって秋からペディンとシミガオ

ンでそれぞれ小学校の建設がはじまっています。

　集まった募金の中から、取り敢えず第１回目としてラ

ンタンとロールワリンの支援に各５００万円ずつ贈呈する

ことにし、８月６日に贈呈式を行い、代表して「ランタ

ン・プラン」の貞兼代表に目録が渡されました。

 「ネパール大地震救援募金委員会」では、当初取り決め

の通り、１０月３１日をもって第１次募金を一旦打ち切り、

会計報告、贈呈報告等を各団体の機関誌等で公表する

ことにしました。

　第１次募金の第２回目贈呈は、ランタン・プランと

ロールワリンの学校建設費にそれぞれ ５００ 万円ずつ追

加贈呈し、日本ヒマラヤン・アドベンチャー・トラスト

（ＨＡＴ−Ｊ）とＮＧＯカトマンドゥ（代表・安倍泰夫）

にそれぞれ１００ 万円を贈呈することにしました。ＮＧＯ

カトマンドゥは、１９９０年から長年に亘ってカトマンズの

北方ヌアコット郡内で植林活動されているＮＧＯ団体

です。

　ランタン及びロールワリンに限らず、ネパールの被

災地にはまだまだ復興支援が必要です。引続き１１月１

日から平成２８年３月３１日まで第２次募金を行いますの

で、ご協力のほど宜しくお願いします。�（記　尾形好雄）

シミガオン学校建設予定地（学校跡地）

ゴンガール（中国ダム建設事務所）

建設資材と崩壊したゴンパ。
背景ガウリシャンカール

学校敷地（前庭）。
震災直後はヘリポートとなった

【シミガオン学校完成予定図】
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平成27年度11月（27年11月）
常務理事会・連絡部会報告

日　時　 平成２７年１０月２９日㈭
◦連　絡　部：１８時～ １９時４０分
◦常務理事会：１９時４５分～ ２１時
場　所　岸記念体育会館会議室
出席者　八木原会長、尾形・國松・髙橋・

亀山各副会長、小野寺、西内、森下、京
オ、瀧本、中瀬各常務理事、中畠監事、
増山・相良理事、西原・小日向委員長

委　任　仙石・水島常務理事、澤田国際
委員長、山本競技技術委員長、松隈自
然保護委員長、角田ＡＤ委員長

　（２１名中１５名出席）

１．議　事
⑴平成 ２７ 年度１０ 月常務理事会議事録の

承認について
　異議なく承認された。
⑵第３回理事会議案について
　議案第２号に表彰規程、その他報告に
「スポーツクライミング五輪種目化に関
わる会長諮問委員会の設置について」
の２項目を追加することで承認。

⑶平成 ２７ 年度上半期事業経過報告（案）
について

　國松副会長が作り直して理事会で報告
する（監事の指摘で税額控除申請中も
入れること。）ことで承認。

⑷平成 ２７ 年度上半期会計報告（案）につ
いて

　監事の指摘で、正味財産増減計算書の
前年比は３月でなく、９月にする。委託
費と助成金の区別が曖昧になっている。
予算に合わせて区分けする等を訂正し
て報告することで承認。

⑸平成 ２７ 年度第１次補正予算（案）につ
いて

　監事の指摘で今回補正額に付け加えて
前回予算額も併記することで承認。

⑹平成２８年度事業方針及び予算編成（案）
について

　國松副会長が作り直して理事会に提出
することで承認。

⑺就業規則・給与規程・退職金支給規程、
アンチ・ドーピング規程の改定（案）に
ついて

　給与規程において、給与表は削除する。
表彰規程改定が追加され、都道府県岳
連（協会）会長職を歴任した方は在籍
年数に関わらず表彰を受ける資格を追
記。で承認。

⑻アジア選手権の選手派遣について（１１/
２０㈮～ ２２㈰　中国　寧波）

　下記選手派遣が承認された。
＜リード＞Ｆ：小林由佳，野口啓代，大田

理裟，田嶋あいか，義村萌　Ｍ：是永
敬一郎，中野稔，高田知尭，羽鎌田直人，
野村真一郎　

＜ボルダリング＞Ｆ：野口啓代、野中生
萌　田嶋あいか、戸田萌希、大田理裟
　Ｍ：堀創、藤井快、杉本怜、楢崎智亜、
渡部桂太　

＜スピード＞Ｆ：大田理裟、野中生萌、野
口啓代　Ｍ：是永敬一郎、羽鎌田直人、
杉本怜、楢崎智亜

⑼全日本パラクライミング選手権につい
て

　小日向委員長より全日本パラクライミ

使用の依頼について
資料確認の後、異議なく承認された。
⑵ 「２０１５ 毎日スポーツ人」賞候補者推薦

について
残念ながら本年度の該当者は無し。
⑶「山の安全と楽しみ全国大会」後援名義

使用の承認について
資料確認の後、異議なく承認された。
⑷２０１５年度ミズノスポーツメントール賞

候補者推薦について
資料確認に留まった。
⑸「比婆山国際スカイライン」の後援名義

使用の承認について
異議なく承認された。
⑹第３６回登山医学学術集会後援名義使用

の承認について
資料確認の後、異議なく承認された。

３．専門委員会動静
　（１０月９日～ １０月２７日）
［報　告］
⑴国際委員会　１０月１３日㈫　出席者　１０

名　委任４名
ア）報告
◦ＢＭＣ冬の募集
◦ロシア女性クライマーズミート下見　

来春４月末 来日予定
◦平成２８ 年度総会兼海外登山遭対研（京

都岳連主管）は、６月１１、１２日（土、日）
　京都府立ゼミナールハウス予約済み
イ）協議事項
①海外登山懇談会について
◦１１/１９（木）、マイク・リベッキ講演会（ク

ライマー、探検家、アスリート）
②国内外に向けてのＨＰ案について
　コンテンツ案、ページ構成案ともに概

ね了承。
⑵自然保護委員会　１０月１５日㈭　出席者

１５名、委任　名
ア）議事録確認
①平成２７年８月度月例自然保護常任委員

会議事録
②平成２７年９月度月例自然保護常任委員

会議事録
イ）報告
①山岳団体自然環境連絡会（７月２４日　

於：労山事務所　松隈　参加）
◦環境省懇談会（野生生物課との懇談会

開催を計画）
◦次回　１０月３０日予定
②登山月報掲載記事出稿
③公益信託自然保護ボランティアファン

ド投稿記事出稿　２万部作成　１０月１５
日入荷，日本山岳協会分　４，０００部 

ウ）審議
①第３９回自然保護委員総会の運営につい

て
②第４回関東地区自然保護交流会の開催

について
◦日程：１０月３１日～ １１月１日　日立市会

瀬青少年の家にて４２ 名の参加を確定
（茨城１３、栃木７、群馬３、埼玉５、千葉
１、東京６、神奈川４、山梨１、長野２）、
神峰山へはマイカー分乗にて移動。解
散地は日鉱記念館駐車場に変更、各都
県の自然保護活動情報・意見交換では
交流の意味から参加者すべての発言を
期待する。

③自然保護指導員研修会
◦日程：１１月７日　オリセン　セ４０２
④自然保護委員会プロジェクトについて
（次回見送り）

⑤山岳団体自然環境連絡会における　環
境省 野生生物課との懇談会

　１１月２７日㈮　開催：松隈、堀江、廣田、

ング選手権大会の開催提案があり、予
算通り行うことを条件で承認された。

⑽スポーツ指導者関係規程・規約の改定
について

　添付の資料に基づき瀧本常務理事・指
導委員長より説明があった。

　ＡＣは今まで通り山岳指導員でよいが、
ＳＣはクライミング指導員ではなく、ス
ポーツクライミング指導員にすること
で承認。

⑾審判員昇級の承認について
Ｃ級→Ｂ級への昇級：武井浩（愛媛）・永

井敏明（愛媛）、以上２名を承認。
⑿ 報告事項
ア　平成２７年度上半期山岳共済会報告
　尾形副会長から資料に基づいて説明が

あった。
イ　平成２７年度上期業務執行理事職務執

行報告
　理事会当日に資料配布して補足説明を

する。
ウ　ＵＩＡＡ/ＵＡＡＡ総会報告
　小野寺事務局長より口頭で報告があっ

た。
エ　平成２７年度中高年安全登山指導者講

習会（西部地区）について
　尾形副会長より、応募者が５０ 名近くに

なったことの報告があった。
オ　第５４回全日本登山体育大会報告
　尾形副会長より資料に基づいて報告が

あった。
カ　ネパール募金山岳６団体打ち合わせ

報告（１０月２２日分）
　尾形副会長より報告があった。主にＪ

ＡＣ約１９００ 万円、ＪＭＡ約 ５００ 万円集
まっており、既にランタン、ロールワリ
ンには寄付をしており、残りは１１１３ 万
円程度。１０/３１に１次募集を締め切り、
２次募集は１１/１～３/３１の予定。各団
体の機関誌に経緯も含め発表すること
になった。

キ　新春懇談会特別表彰の候補者推薦依
頼について

　表彰規程の一部改定があり、次の理事
会を経て各都道府県に通知する。

ク　マイク・リベッキ講演会について
　資料に基づいて小野寺事務局長から報

告があった。
ケ　第６５回日本スポーツ賞候補者推薦
　世界ユース選手権で金メダルを獲得し

た緒方良行氏を推薦することになった。
コ　第２回ルートセッター研修会につい

て
　森下常務理事より資料に基づきルート

セッター研修会を全国高等学校選抜ク
ライミング選手権大会時に行うとの報
告があった。

サ　競技部追加報告
　森下部長よりルートセッター管理台帳

について状況を各都道府県に通知し
た。四国と九州の一部が未整理とのこ
とであった。

　小日向委員長より今後は、日体協コー
チ資格保持者の養成が必要との報告が
あった。

　西原競技運営委員長より３つのブロッ
クでアンチドーピングの講習を行った、
と報告。

　小日向委員長よりイタリア、フランスで
行う予定の強化合宿について選考方針
の説明があった。

２．後援、協賛等の依頼について
⑴アイスクライミング・プレチャンピオ

ンシップ大会（ミレーカップ）後援名義



　今年もカレンダーが1枚になりました。
新連載「山の日」制定記念―ふるさとの
山に登ろう―は順調に掲載中、賛同し
寄稿いただいた各ブロック担当者に感
謝致します。祝日法施行日まで後半年
余り、来年から該当ブロックの皆様に
は原稿の協力を宜しくお願致します。
� （広報担当  水島彰治）
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寄贈図 書
寄贈本 木下 喜代男 （岐阜県山岳連盟） 「飛騨の山とある日」 木下喜代男 著

北見クーラカンリ山岳会 「夏山登山教程」 山岳会北見クーラカンリ編 監修 元日本山岳会副会長 芳賀孝郎
雑誌 山と渓谷社 「山と渓谷 」№968 2015 12月号

(株）ネイチュアエンタープライズ 「岳人」№822 2015 12月

会
　
報

NPO日本トレーニング指導者協会 「JATI EXPRESS」 Vol. 49
福岡山の会 「せふり」 №371
中華民国山岳協會 「中華山岳」 249
兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」 第581号
横浜山岳会 「月刊 山」 1001号

（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」 №451
（財）日本万歩クラブ 「帰れ自然へ アルク」 2015.12 2016.1
（公財）全日本ボウリング協会 「ＪＢＣニュース」 第528号
NPOフリークライミング協会 「Free Fan」 ＃072
NPOフリークライミング協会 「安全BOOK4」

（公財）日本体育協会 「Sports Japan」 Vol. 22
（公財）日本体育協会 「Sports Japan」 特別号
（株）スクールパートナーズ 「高校生新聞・高校生スポーツ」11月号
（公財）埼玉県体育協会 「スポーツ埼玉」 Vol. 270
茨城県山岳連盟 「創立50周年記念 思い出の山 これからの岳連」
La rivista del Ciub alpino italiano 「Montagne 360」 november2015
愛知県山岳連盟 「愛知岳連ニュース」第415号
長野県山岳総合センター 「所報」第69号

（公財）日本体育協会 「スポーツニュース・フェアプレイニュース」2015年11月16日号
東京野歩路会 「山嶺」№1029
FEEC 「VERTEX」 NUM262

（公社）日本山岳会 「山」№846
モンベル 「OUTWARD」№69 WINTER2015
中国登山協会 「CHINA OUTDOOR 山野」 総207期

（公財）東京都スポーツ文化事業団 「スマイルスポーツ Vol. 64」
新潟県山岳協会 「新山協ニュース」第321号

（公社）日本山岳会自然保護委員会 「木の目草の芽」 第119号
おいらく山岳会 「山行手帖」 №672

（公財）日本体育協会 「体協スポーツニュース・フェアプレイニュース」 10月26日号

八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会
陣馬山トレイルレース実行委員会
八重山トレイルレース実行委員会
東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会
上野原秋山トレイルレース実行委員会
陣馬高尾ムーンナイトトレイルレース実行委員会
峰山トレイルレース実行委員会

T E L：042-6 8 7 -4 0 1 1ユーシンロッジ保全管理

岩崎らが出席
エ）情報交換・連絡事項
①ライチョウ会議　１１月２４日～ ２５日（２５

日松隈参加予定）
②「山の安全と楽しみ」全国大会　１１月８

日～９日　黒部市にて
③　山岳地におけるストックの使用につ

いて（小林委員）
⑶選手強化委員会　１０月１６日㈮　出席者

１１名
ア）２０２０東京五輪対応について
イ）２０１６日本代表チーム運営について
◦２０１６代表選考について
◦来期の目標、世界選手権の対応
ウ）強化代表スタッフ・選手合同ミーティ

ング（１２月）について
エ）競技者育成プログラムについて
オ）来期委員会について
カ）ＪＯＣアスリート専門部会、アント

ラージュ専門部会合同フォーラムにつ
いて

キ）派遣経費について
ク）２０１６日本代表ユニフォームについて
ケ）パラクライミング：２０１６ ＷＣＨ ＰＡ

ＲＩＳ
◦パラ国内の選考大会について
コ）アジア選手権派遣選手について
　（前掲議事記載の通り）
⑷財政委員会　１０月１９日㈪　出席者５名
ア）平成２７年度上期会計報告について

報交換会を行った。（１０/５）
イ）医科学委員会として必要なこと
◦ＪＯＣや組織委員会と連絡を取る
◦陸連や水泳連盟など大きなＮＦにＭｅ

ｄｉｃａｌの運営につき教えを乞う。
◦小さな規模のＮＦにほんとのところを

聞く。

４．日誌（１０月８日～ １０月３１日）
⑴第５４回全日本登山体育大会・宮城大会

　１０ 月９日㈮～ １１日㈰　於：宮城県・
栗駒山周辺　八木原会長、尾形・髙橋
副会長、仙石常務理事

⑵平成２７年度全国参与会　１０月９日㈮　
於：栗原市みちのく伝創館　八木原会
長、尾形・髙橋副会長、仙石常務理事

⑶神奈川県オリンピック・パラリンピッ
ク担当宮越局長表敬来局　１０月１４日㈬

⑷美唄市東京五輪キャンプ招致担当、宇
野総務理事、深尾主査表敬来局　１０月
１５日㈭

⑸ＩＦＳＣボルダリングＷＣ実行委員会
　１０ 月１７日㈯１３ 時～　於：岸記念体
育会館　森下競技部長、山本、小日向
各委員長

⑹スポーツ庁発足記念スポーツニッポン
フォーラム　１０月２０日㈫　於：ＫＫＲ
東京　八木原会長、尾形副会長

⑺加須市表敬訪問　１０月２１日㈬　於：加
須市役所　八木原会長、森下競技部長、
中瀬常務理事（高体連・関連）、小日向、
西原各委員長

⑻ネパール大地震救援募金委員会
　１０月２２日㈭　於：スポーツマンクラブ

　尾形副会長
⑼ＵＩＡＡ/ＵＡＡＡ 理事会・総会　１０

月２０日～ ２６日　於：韓国　神﨑顧問、
国澤顧問、八木原会長、小野寺事務局
長

⑽日本スポーツ振興センター査察　１０月
２７日㈫　於：岸記念体育館　尾形副会
長、小野寺事務局長

⑾スポーツクライミングアウトドアヴィ
レッジカップ ２０１５　１０ 月３１日㈯　於：
森のアウトドアヴィレッジ　森下常務
理事

イ）平成２７ 年度第一次補正予算案につい
て

ウ）平成２８年度事業方針及び予算編成案
について

エ）五輪対策財源計画について
オ）税額控除申請状況について
カ）平成２７年度上期山岳共済会会計報告
⑸遭難対策委員会　１０月２８日㈬　出席９

名
ア）レスキュー講習の講師の決定
◦受講生は４２名以上は増やさない
イ）平成２８年度総会 について
◦総会の日程は６/２５−２６、場所は未定。
ウ）夏山リーダーを開設について
安全講座とその上級コースを受講する。
夏山リーダーと山岳指導員の違いはロー

プワークと冬山がない。
エ）長野県条例制定の委員派遣の依頼に

ついて
◦西内委員長に出席依頼があった。
オ）救助技術高度化検討会の報告
カ）平成２８年度全山遭 について
◦７/８、オリンピックセンター
キ）指導・遭対合同研修会について
◦８/２０ ～ ２１を予定 
⑹医科学委員会
ア）五輪種目に採択された際にＮＦとして

の日本山岳協会に要求されるＭｅｄｉ
ｃａｌ Ｓｕｐｐｏｒｔについて

◦国際陸連・日本陸連医事関係者との情

編集後記





〒170－0013　東京都豊島区東池袋3－7－11－707
TEL:03-5958-3396  FAX:03-5958-3397
E-mail:sangakukyousai@mbd.ocn.ne.jp
月～金　10：00～17：00（祝日除く）

http://sangakukyousai.com
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